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既
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
周
知
の

こ
と
と
は
思
い
ま
す
が
、
来
る
５
月
２
日
、

３
日
の
両
日
、
青
森
県
百
石
町
に
お
い
て
、

平
成
４
年
度
の
詰
将
棋
全
国
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
ｐ
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
こ
の
ほ
ど
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。１

，
日
程
、
時
程
、
会
場
等

５
月
２
日
午
後
６
時
よ
り
割
烹
「
す
み

れ
」
に
て
前
夜
祭

会
費
３
０
０
０
円

宿
泊
に
つ
い
て
は
左
記
へ
お
申
し
込
み
下

さ
い
。青

森
県
上
北
郡
百
石
町
中
央
町
吉
田
メ

リ
ヤ
ス
百
石
店
内
中
戸
と
し
ひ
ろ

丑
０
１
７
８
１
５
２
１
２
２
６
８

蕊
蕊
謹
謹
毒
雲

頁
Ｕ
口
幻
Ｑ
ｕ
ｐ
Ｈ

⑧
全
日
本
詰
将
棋
連
盟
東
北
支
部
総
会

午
前
ｎ
時
Ｉ
ｕ
時

⑤
開
会
行
事

午
後
０
時
１
１
時

⑤
大
い
な
る
発
言
（
参
加
者
自
己
紹
介
）

午
後
１
時
１
２
時

⑥
看
寿
賞
表
彰
式

午
後
２
時
１
２
時
釦
分

⑨
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
詰
将
棋
解
答
に
よ
る

懸
賞
、
詰
将
棋
関
係
の
ク
イ
ズ
に
よ
る
懸

賞
）

午
後
２
時
帥
分
Ｉ

会
場
は
「
百
石
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

な
お
こ
の
日
は
、
併
催
行
事
と
し
て
、
同

所
で
第
賜
期
北
奥
王
将
戦
を
行
い
ま
す
。

２
ゞ
交
通
手
段
等

東
北
本
線
・
八
戸
駅
も
し
く
は
三
沢
駅
下

車
、
そ
こ
か
ら
バ
ス
等
で
百
石
町
ま
で
行
く

方
法
は
、
地
元
の
方
以
外
に
は
分
か
り
に
く

い
の
で
、
必
ず
前
も
っ
て
ハ
ガ
キ
で
連
絡
な

さ
る
か
、
下
車
し
た
際
、
電
話
で
前
記
中
戸

氏
ま
で
に
ご
連
絡
下
さ
い
。
な
お
、
空
路
を

利
用
し
て
、
三
沢
空
港
に
到
着
さ
れ
る
方
も

同
様
に
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等
の
準
備
の
都

合
上
、
詰
将
棋
大
会
へ
の
参
加
人
数
を
で
き

る
だ
け
正
確
に
知
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ハ
ガ
キ
で
、
連
絡
先
（
貴
所
住
所
・
電
話
番

号
）
、
到
着
の
方
法
お
よ
び
時
刻
を
併
記
の

う
え
、
参
加
の
旨
を
左
記
へ
４
月
邪
日
ま
で

に
お
知
ら
せ
下
さ
る
と
さ
い
わ
い
で
す
。
（
電

話
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）
も
ち
ろ
ん
、
当
日

連
絡
な
し
の
参
加
の
方
も
、
大
歓
迎
い
た
し

ま
す
。

〒
０
２
０
盛
岡
市
桜
台
三
丁
目
週
の
１

佐
々
木
聡

竃
０
１
９
６
１
６
７
１
２
６
８
４
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右
か
ら
伊
藤
果
六
段
、
大
橋
健
司
氏
、

水
上
仁
氏
、
関
半
治
氏

将
棋
の
町
、
百
石

平
成
４
年
の
全
日
本
詰
将
棋
連
盟
全
国
大

会
が
５
月
３
日
、
青
森
県
百
石
町
で
行
わ
れ

た
。

青
森
で
の
全
国
大
会
に
、
え
っ
？
と
思
わ

れ
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
が
、
百
石
町
は
「
将

棋
の
町
」
と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
だ
。
昭
和
田
年
、
将
棋
を
核
と
し
て

町
の
活
性
化
を
は
か
る
べ
く
開
か
れ
た
「
第

一
回
将
棋
祭
り
」
が
最
初
。
自
治
省
か
ら
予

算
を
獲
得
し
て
、
町
お
こ
し
の
五
ヵ
年
計
画

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
そ
の
中
心
人
物
と
な

っ
た
の
が
、
将
棋
天
国
社
の
中
戸
と
し
ひ
ろ

氏
で
あ
る
。

中
戸
氏
は
私
費
を
投
じ
て
、
平
成
元
年
に

「
大
山
将
棋
記
念
館
」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

こ
の
御
殿
は
同
町
上
明
堂
の
二
階
建
て
雑
居

ビ
ル
の
二
階
部
分
。
大
山
名
人
が
少
年
時
代

に
愛
用
し
た
駒
、
著
作
物
な
ど
を
始
め
、
将

棋
の
資
料
が
数
多
く
展
示
さ
れ
て
い
る
。

参
加
者
は
次
の
弱
人
（
隣
の
北
奥
王
将
戦

参
加
者
が
何
人
か
顔
を
出
さ
れ
た
が
琴
こ
こ

で
は
省
略
す
る
）
。

［
青
森
］
荒
谷
光
一
、
岩
谷
良
雄
、
相
馬
慎
一
、

中
戸
俊
洋
、
安
田
昭
春

［
岩
手
］
桑
島
孝
之
、
金
成
憲
雄
、
佐
々
木
聡
、

原
田
章
雄
、
三
船
勝
男

［
宮
城
］
山
名
厚

［
福
島
］
南
倫
夫

［
埼
玉
］
橋
本
孝
治
、
湯
川
恵
子

［
東
京
］
伊
藤
果
、
大
橋
健
司
、
門
脇
芳
雄
、

金
子
清
志
、
罵
明
、
森
田
正
司

［
神
奈
川
］
飯
尾
晃
、
馬
詰
恒
司
、
江
口
恭
一
、

森
敏
宏
、
柳
田
明

［
愛
知
］
関
半
治

［
大
阪
］
明
石
六
郎
、
高
坂
研
、
弘
光
弘
、

水
上
仁
、
柳
原
裕
司

［
奈
良
］
岡
田
敏

［
島
根
］
清
水
正
彦
、
高
見
秀
夫

［
山
口
］
山
本
善
章

人
口
一
万
人
の
田
舎
町
に
こ
れ
だ
け
集
ま

っ
た
。
中
国
地
方
か
ら
来
ら
れ
た
３
人
に
は

頭
が
下
が
る
。
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東
北
支
部
結
成

山
本
氏
は
、
先
頃
、
将
棋
世
界
の
７
手
詰

コ
ン
テ
ス
ト
で
Ⅲ
万
円
を
獲
得
し
た
ば
か
り
．

「
そ
の
ｎ
万
円
を
旅
費
に
当
て
た
訳
で
す
ね
？
」

の
問
い
に
「
全
く
そ
の
通
り
で
す
」
。
賞
金
の

使
い
道
が
潔
い
。

高
見
氏
は
全
国
大
会
皆
勤
。
今
回
は
棋
友

の
清
水
氏
と
一
緒
に
旧
時
間
か
け
て
到
着
！

こ
れ
は
半
端
じ
ゃ
な
い
。
お
疲
れ
様
。

鞠3年度
看寿賞竣

さ
て
今
回
は
東
北
支
部
結
成
記
念
大
会

と
い
う
こ
と
で
、
開
会
前
に
総
会
が
開
か
れ
、

支
部
長
に
荒
谷
光
一
氏
、
事
務
局
長
に
佐
々

木
聡
氏
が
選
出
さ
れ
た
．
荒
谷
氏
は
「
詰
バ

ラ
会
員
を
今
の
二
倍
に
し
た
い
」
と
力
強
く

抱
負
を
語
っ
た
。

大
会
の
メ
イ
ン
は
看
寿
賞
表
彰
式
。
中
編

賞
は
大
橋
健
司
氏
、
短
編
賞
奨
励
賞
は
水
上

仁
氏
が
受
賞
。
岡
田
敏
全
詰
連
会
長
か
ら
表

彰
状
と
賞
金
が
渡
さ
れ
、
受
賞
作
品
の
解
説

中編賞・大橋I国司作

987654323

一
二
三
四
五
六
七
八
九

持
駒
銀
桂

と
受
賞
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
行
わ
れ
た
》

詳
し
い
選
考
経
過
は
来
月
号
に
発
表
さ
れ
る
．

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
「
握
り
詰
」
の
競
作

●
●

だ
。
前
夜
祭
で
大
山
名
人
の
両
手
に
よ
っ
て

握
ら
れ
た
駒
は
、
玉
飛
角
金
２
銀
３
香
２
歩

８
の
肥
枚
！
世
話
人
の
佐
々
木
氏
が
「
少

な
い
よ
り
は
多
い
方
が
い
い
」
と
い
う
意
向

で
、
あ
え
て
両
手
で
お
願
い
し
た
ら
し
い
。

い
か
に
も
中
編
作
家
ら
し
い
発
想
だ
。
一
部

か
ら
「
多
過
ぎ
る
の
で
は
」
と
ク
レ
ー
ム
が

短編賞奨励賞・水上仁竹

987654 32

一
二
三
四
五
六
七
八
九

持
駒
飛
角
金

【畠上

m

直

噂 I揖肘

香

壷

五
一

畦

一
一

宅 香

飛

運

’
一
、
’

由
■

垂と
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大
会
当
日
に
懸
賞
出
題
さ
れ
た
若
島
正
氏

作
（
釦
手
詰
、
創
棋
会
提
供
）
と
、
握
り
詰

競
作
で
１
位
に
な
っ
た
高
坂
研
・
相
馬
慎
一

両
君
合
作
（
弱
手
詰
）
を
誌
上
で
も
懸
賞
出

題
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
岡
田
敏
氏
作
「
百
」

「
石
」
の
あ
ぶ
り
出
し
は
今
月
号
「
オ
ー
イ
出

番
だ
よ
！
」
で
出
題
し
て
い
ま
す
。

【
締
切
】
６
月
末
日
消
印

【
呈
賞
】
５
名

つ
い
た
が
謡
い
か
な
る
使
用
駒
で
も
作
っ
て

し
ま
う
の
が
詰
将
棋
作
家
な
の
で
あ
る
。

集
ま
っ
た
の
が
昭
作
。
投
票
の
結
果
、
高

坂
研
・
相
馬
慎
一
両
君
の
合
作
が
１
位
に
選

ば
れ
た
。
実
質
的
分
ぐ
ら
い
で
完
成
さ
せ
た

と
か
。
趣
向
で
歩
８
枚
を
う
ま
く
消
化
し
て

い
る
。最

高
に
面
白
か
っ
た
の
が
、
詰
工
房
出
題

に
よ
る
「
詰
将
棋
イ
ン
ト
ロ
ク
イ
ズ
」
。
詰
手

順
を
言
っ
て
作
者
名
を
当
て
る
、
と
い
う
も

鍵
鐸
鍵
窪
鍵
譲
譲
譲
識
譲

鍵

の
だ
“
例
題
で
二
別
と
」
と
言
っ
た
瞬
間
謡

数
人
が
手
を
挙
げ
た
。
こ
れ
は
お
な
じ
み
伊

藤
看
寿
の
煙
詰
。
「
釘
馬
、
路
銀
合
」
な
ら
新

ケ
江
幸
弘
、
「
訂
角
、
同
馬
、
舶
飛
」
な
ら
山

本
民
雄
剛
と
い
っ
た
あ
ん
ば
い
だ
。
「
ど
う
し

て
分
か
っ
ち
ゃ
う
わ
け
－
」
と
、
湯
川
恵
子

さ
ん
は
開
い
た
口
が
塞
が
ら
な
い
。
ま
あ
、

ツ
メ
キ
ス
ト
に
は
常
識
問
題
な
の
で
あ
る
。

参
加
者
は
少
な
め
だ
っ
た
が
、
東
北
支
部

結
成
、
看
寿
賞
表
彰
式
、
と
意
義
の
あ
る
大

①高坂研・相馬慎一合作

南
87854321

持
駒
香
歩
８

一
二
三
四
五
六
七
八
九

会
だ
っ
た
屋
ま
た
是
前
夜
祭
や
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
な
ど
非
常
に
楽
し
か
っ
た
。

中
戸
氏
を
は
じ
め
、
運
営
に
当
た
ら
れ
た

皆
さ
ん
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
来
年
は
三
重
県
四
日
市
市
で
７
月

に
開
催
の
予
定
。

②若島 正 作

987 6 5 4 3 21

持
駒
香

一
二
三
四
五
六
七
八
九

金

鉦

香

星

星
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